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シ
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換

　

市
は
、平
成

　

市
は
、平
成
1818
年
度
か
ら

年
度
か
ら
2020
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
期
狭
山
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
第
３
期
狭
山
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
計
画
は「
介
護
予
防
」施
策
の
充
実
の
た
め
、高
齢
者
人
口
の

険
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
計
画
は「
介
護
予
防
」施
策
の
充
実
の
た
め
、高
齢
者
人
口
の

推
移
や
意
識
調
査
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
な
ど
を
基
に
、３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
も
の

推
移
や
意
識
調
査
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
な
ど
を
基
に
、３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。今
月
は
そ
の
中
で
も
、介
護
保
険
の
制
度
改
革
と
事
業
計
画（
案
）の
概
要
、そ
し
て

で
す
。今
月
は
そ
の
中
で
も
、介
護
保
険
の
制
度
改
革
と
事
業
計
画（
案
）の
概
要
、そ
し
て
1818
年
度
か
ら

年
度
か
ら
2020

年
度
ま
で
３
年
間
の

年
度
ま
で
３
年
間
の
6565
歳
以
上
の
方
の
保
険
料（
試
算
値
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
以
上
の
方
の
保
険
料（
試
算
値
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

急
速
に
進
む
高
齢
化 

平
成
20
年
度
に
は
５
人
に
一
人
が
高
齢
者

　

第
３
期
狭
山
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、平
成

27
年
の
高
齢
者
介
護
施
策
を
見
据
え
た

将来、介護が必要とならない生活が送れるよう、地将来、介護が必要とならない生活が送れるよう、地

域と行政が一体となって、介護予防に取り組りく域と行政が一体となって、介護予防に取り組りく

んでいます／高齢者健康づくり啓発事業の研修会んでいます／高齢者健康づくり啓発事業の研修会

計
画
の
中
間
段
階
と
し
て
、２
つ
の
計

画
が
目
指
す「
介
護
予
防
」を
実
現
す
る

た
め
に
、一
体
的
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
を
表
す
指
標
と
し
て
、総

人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
口
が
７

％
を
超
え
る
と
高
齢
化
社
会
、14
％
を

超
え
る
と
高
齢
社
会
、25
％
を
超
え
る

と
超
高
齢
社
会
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
市
の
高
齢
化
率
は
、全
国
平
均

と
比
較
す
る
と
低
い
と
言
え
ま
す
が
、

昭
和
60
年
に
５
・
４
％
だ
っ
た
数
値
は

年
々
上
昇
し
、15
年
度
に
14
％
を
超
え

て
、高
齢
社
会
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に

18
年
度
は
16
・
４
％
、そ
し
て
第
３
期
計

画
の
最
終
年
度
・
20
年
度
に
は
20
％
、26

年
度
に
は
26
・
８
％
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
１
）。

◆狭山市の高齢化率（グラフ1）
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施
設
給
付
の
見
直
し

　

平
成
12
年
に
発
足
し
た
介
護
保
険
制

度
は
５
年
が
経
過
し
、進
む
べ
き
方
向

が
見
え
て
き
ま
し
た
。今
回
の
国
の
制

度
改
正
は
、来
た
る
べ
く
超
高
齢
社
会

を
明
る
く
活
力
あ
る
社
会
に
す
る
た

め
、「
総
合
的
な
介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
」

を
基
本
的
視
点
と
し
て
、制
度
全
般
で

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
の
中
で
、年
金
給
付
と
介
護

保
険
給
付
の
機
能
の
調
整
、在
宅
サ
ー
ビ

ス
と
介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、17
年

多
様
性
を
生
か
し
た「
面
」的
な
整
備
を

中
心
に
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
日
常
生
活
圏
域
」は
５
区
域
を
設
定

し
、従
来
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
と

身
近
な
地
域
で
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
な「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
日
常
生
活
圏
域

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

５
地
区
に
設
置
す
る「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」で
は
、社
会
福
祉
士
、主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、保
健
師
な
ど
が

民
生
委
員
と
の
連
携
等
を
図
り
な
が

ら
、地
域
で
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
機

能
、介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、権
利
擁

護
に
係
る
相
談
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の

助
言
、地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
を
担
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
18
年
度
に
１

か
所
設
置
し
、残
り
の
４
か
所
は
、19
年

度
ま
で
に
設
置
し
ま
す
。

◆日常生活圏域

◆地域包括支援センター

◆介護予防サービスの流れ

65
歳
以
上
の
高
齢
者

現行

要介護
2～5

改正後

要介護1

要支援

要介護1

要支援2

要支援1

従
来
の

介
護
サ
ー
ビ
ス

新しい予防サービス
「地域支援事業」

▼転倒骨折予防

▼閉じこもり防止

▼筋力向上

▼栄養改善 など

新しい予防サービス
「新予防給付」

▼筋力向上

▼栄養改善

▼口腔ケア

▼介護予防訪問介護 など

認
定
非
該
当

認
定
非
該
当

要介護
認定

被保険者被保険者

社会福祉士社会福祉士

主任ケアマネジャー主任ケアマネジャー 保健師など保健師など

10
月
か
ら
介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）で
の
居
住

費
、食
費
が
保
険
給
付
の
対
象
外
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
、低
所
得
者
の
施
設

利
用
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
、新
た

な
補
足
的
給
付
を
創
設
し
ま
し
た
。

予
防
給
付
と
地
域
支
援
事
業
を
創
設

　

要
介
護
状
態
な
ど
の
軽
減
が
見
込
ま

れ
る
軽
度
の
認
定
者
を
対
象
に
、予
防

給
付
を
創
設
し
ま
す
。ま
た
、要
支
援
・
要

介
護
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
対

象
に
効
果
的
な
介
護
予
防
事
業
を
介
護

保
険
制
度
に
新
た
に
位
置
付
け
ま
す
。

地域包括支援センターの業務

▼介護予防マネジメント

▼地域支援の総合相談と権利擁護

▼包括的・継続的ケアマネジメント

介
護
保
険
制
度
は
よ
り
介
護
予
防
を
重
視

要介護
2～5

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
５
地
区
に
設
置

特
性
を
生
か
し
た「
面
」整
備

　

多
く
の
高
齢
者
は
、長
く
生
活
し
て

き
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、介
護
や

支
援
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、地
域
全

体
で
支
え
る
体
制
が
必
要
で
す
。

　

第
３
期
計
画
は
、高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
身
近
な
地
域
で
生
活
し
続
け
る
た

め
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、従
来
の

よ
う
な
個
々
の
施
設
を
対
象
と
し
た

「
点
」的
な
整
備
で
は
な
く
、「
日
常
生
活

圏
域
」を
単
位
と
し
て
、地
域
の
特
性
・

①

沢
、狭
山
、祗
園
、入
間
川
地
区（
②

を
除
く
）

②

中
央
、富
士
見
、狭
山
台
、入
間
川

地
番
地
区

③

入
間
地
区

④

堀
兼
、奥
富
、新
狭
山
地
区

⑤

柏
原
、水
富
地
区


